
講師名   平原 敬三             

講師紹介（自己紹介） 

製薬会社（医療用医薬品製造販売業者）にて４０年以上、、糖尿病、ア

レルギー、がん、血液凝固障害、遺伝子治療などの医薬品の研究開

発に従事し、多くの医薬品を患者様に届けることに貢献した。この

間、多くの方々が、医療機関で処方された薬や市販薬がどのような

物なのか詳しく知りたい方が多い事を知った。このような事から、

私の経験をお話し、市民の方の健康維持に少しでもお役に立てれば

と思い、このイベントに参加することにした。また、医薬品の研究開

発に興味をお持ちの若い方々にも私の経験がお役に立てれば幸い

と思っています。 

 

資格；薬学博士、薬剤師、衛生管理者、公害防止管理者（水質一種） 

ホームページ：https://sites.google.com/view/pharma-

consultant 

 

講座名 医薬品、医薬部外品、サプリメント等の適正な使い方 

                       

講座のアピール（講座の狙い、特徴、得られる効果など具体的に） 

私たちは身体に不調を感じた時には、薬に頼り、その症状の緩和に努めます。 

そのためには、薬を適正に使用することが症状の改善に最も重要な要素となりま

す。個人の判断による不適切な使用により、症状の重篤化は避けなければなりませ

ん。 

本講座では、薬の誕生の歴史、現代の薬の開発、サプリメントと医薬品、医薬部外品

との相違、薬害（有害事象）について学ぶことにより、薬を適正に使用するための知

識を得ることを目的とします。 

 

講座内容（講座各回の内容を具体的に） 

【１回目】 

薬誕生の歴史を知り、新薬（医療用医薬品・一般用医薬品）・ジェネリック薬（医療用医

薬品・一般用医薬品）が患者様に届く過程及び先発医薬品・ジェネリック薬の持つ課

題 

漢方薬誕生の歴史（医療用と一般用） 

【２回目】 

薬とサプリメントとの違いを知り、薬を適正に使用するための知識を得る。 

サプリメントは薬ではなく、栄養補助食品（健康補助食品）であるが、薬の成分を含ん

でいるものも多く、服用している薬との相互作用のリスクがあること、また、薬と食

物の同時摂取による相互作用のリスクがある事を知る。 

最後に、薬の服用により有害な事象が感じられた場合の報告の重要性（有害事象報

告の実施と重要性）を知る。 

受講者に持参してもらう物 

必要であればノートと筆記用具 

その他（使用する教材など） 

資料は、必要な方がいらっしゃれば PDF（電子データ）で５００円でお渡し可能（講演後

でもOK） 

 

写真掲載 

スペース ※２ 


